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(2) 

引
き
上
げ
る
場
合
）
を
想
定
す
る
と
、
個
別
改
正
方
式
の
方
が
改
正
の
趣
旨
が
明
瞭
で
あ
る
の
に
対
し
、
全
部
改
正
方
式
で

改
正
方
式
関
係

②
 こ

と
と
な
る
た
め
、
改
正
文
が
長
く
な
り
、
読
み
合
わ
せ
等
の
手
間
が
む
し
ろ
増
加
す
る
。

①
 

〈
短
所
〉

ー

②
改
正
後
の
条
文
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
が
わ
か
り
や
す
い
。

①
改
め
文
は
極
め
て
容
易
に
作
成
で
き
る
。

〈
長
所
〉

B

第
0
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
（
全
部
改
正
方
式
）

A 

」
を

--1 

こ
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。
（
個
別
改
正
方
式
）

(1) 〈
検
討
〉

2
 を

採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ー
議
題 題

点
に
つ
い
て

(
-
0
)
法
令
案
の
改
正
方
式
を
い
わ
ゆ
る
全
文
改
め
方
式
と
す
る
場
合
の
基
準
及
び
利
点
並
び
に
主
に
法
制
執
務
上
考
え
ら
れ
る
問

法
令
の
改
正
条
文
の
作
成
作
業
量
の
軽
減
の
観
点
か
ら
、
法
令
の
一
部
改
正
の
場
合
に
お
い
て
も
、
改
正
の
必
要
な
部
分
の
み
を

個
別
に
改
め
て
い
く
方
式
（
個
別
改
正
方
式
）

全
部
改
正
方
式
の
利
点
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
法
制
執
務
上
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
か
。
長

所
、
短
所
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
個
別
改
正
方
式
と
全
部
改
正
方
式
と
を
使
い
分
け
る
べ
き
か
。

単
一
の
条
（
項
、
号
）
中
の
文
言
の
改
正
の
場
合

改
正
方
式
の
タ
イ
プ

第
0
条
中
「

全
面
改
正
方
式
の
長
所
と
短
所

改
正
部
分
が
ご
く
少
な
い
よ
う
な
場
合
を
想
定
す
る
と
、

改
正
部
分
が
ご
く
少
な
く
、
単
純
な
も
の
の
よ
う
な
場
合
（
例
え
ば
、
手
数
料
の
額
を
「
一
万
円
」
か
ら
「
二
万
円
」
に

一
般
的
事
項

（
平
―
―
―
-
•
九
·
1
0
)

で
は
な
く
、
当
該
条
文
又
は
法
令
全
体
を
全
部
改
正
す
る
方
式
（
全
部
改
正
方
式
）

そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
条
文
全
体
に
つ
い
て
再
度
規
定
し
直
す

一
日

条
、
附
則
第
九
条
及
び
第
十
―
―
一
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日

改
正
方
式
関
係

銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
施
行
期
日
）

一
般
的
事
項

， 

三

,
 

••• 
,~1 

~
 

•• 
~
 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
一
条
中
銀
行
法
第
十
七
条
の
二
を
削
る
改
正
規
定
及
び
第
四
十
七
条
第
二
項
の
改
正
規
定
（
「
、
第
十
七
条
の
二
」
を
削
る

部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
条
中
保
険
業
法
第
百
十
二
条
の
二
を
削
る
改
正
規
定
及
ぴ
第
二
百
七
十
条
の
六
第
二
項
第
一
号
の
改
正

親
定
、
第
四
条
中
第
五
十
五
条
の
三
を
削
る
改
正
規
定
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
三
条
並
び
に
第
十
四
条
の
規
定
並
ひ
に
次

第
十
条
か
ら
第
十
―
一
条
ま
で
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
第
十
七
条
の
規
定

平
成
十
三
年
十
月

第
一
条

附

則

（
資
料
1
8
)
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日

'‘ 

ー

｀ 



'‘ ②
 

た
だ
し
、
改
正
箇
所
の
数
等
に
よ
り
全
面
改
正
方
式
を
採
用
す
べ
き
場
合
の
定
量
的
な
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
条
文
の
長
さ
と
の
相
対
関
係
が
問
題
と
な
る
こ
と
、
箇
所
数
と
し
て
は
少
な
く
と
も
改
正
内
容
は
複
雑
な
も
の
も
あ
る

（
注
）
な
お
、
表
の
改
正
の
場
合
に
は
、
表
全
体
の
改
正
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
の
特
定
の
項
（
号
）
の
み
に
つ
い
て
全
面
改
正
を
行
う
こ
と

が
適
切
な
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
表
の
形
状
が
複
雑
で
あ
っ
た
り
、
項
（
号
）
の
名
称
が
な
い
た
め
に
、
「
別
表
第
一
〇

0
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
」
式
の
改
正
が
行
え
ず
、
表
中
の
一
部
を
指
示
し
て
そ
の
部
分
を
個
別
方
式
で
改
め
る
方
式
を
と
ら
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
表
の
形
状
を
で
き
る
だ
け
単
純
な
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

表
頭
や
表
側
に
項
（
号
）
や
欄
の
番
号
を
付
す
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

複
数
の
条
（
項
、
号
）
中
の
文
言
の
改
正
の
場
合
（
全
体
の
条
数
に
変
更
が
な
く
、
従
っ
て
条
文
の
移
動
が
な
い
場
合
）

こ
の
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
、
個
々
の
改
正
条
文
に
つ
い
て
、
上
記
1
の
単
一
条
の
考
え
方
を
適
用
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え

し
か
し
、
改
正
す
べ
き
条
文
の
数
が
多
く
な
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
法
律
全
体
を
全
部
改
正
と
す
る

改
正
方
式
関
係

ら
れ
る
。

2
 

ー

一
般
的
事
項

j

と
等
を
勘
案
す
る
と
、
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
三
五

（
改
正
部
分
が
特
定
の
章

①
 ④

 
明
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ イ 採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ロ

ど
ち
ら
の
方
式
を
採
用
す
る
か
の
基
準
と
し
て
は
、
現
状
で
は
上
記
基
準
イ
（
条
文
の
長
さ
）
が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
思

改
め
文
の
作
成
作
業
軽
減
等
の
観
点
か
ら
全
部
改
正
方
式
を
よ
り
多
く
の
場
合
に
採
用
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
長
い

条
文
中
に
一
カ
所
だ
け
改
正
部
分
が
あ
る
場
合
な
ど
、
業
務
量
の
多
寡
、
改
正
条
文
の
わ
か
り
や
す
さ
い
ず
れ
の
観
点
か
ら
見

て
も
全
部
改
正
方
式
に
は
躊
躇
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

（
ち
な
み
に
、
新
旧
対
照
表
公
示
方
式
を
採
用
し
た
鳥
取
県
に
お
い
て
も
、
小

規
模
改
正
の
場
合
に
は
一
部
改
正
方
式
を
選
択
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
）
。

基
準
イ
は
―
つ
の
合
理
的
な
基
準
で
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
れ
ば
、

（
全
部
改
正
を
原
則
と
し
、
個
別
改
正
方
式
の
方
が
簡
明
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
例
外
的
に
こ
ち
ら
を
採
用
）
を

法
令
作
成
業
務
量
の
軽
減
、
改
正
法
令
の
わ
か
り
や
す
さ
の
双
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

上
記
②
の
両
方
式
の
比
較
に
お
い
て
も
、
個
別
改
正
方
式
の
長
所
が
現
れ
る
の
は
改
正
部
分
が
ご
く
少
量
で
、

か
つ
、
簡

③
 

J

の
際
、
む
し
ろ
基
準

一
す
る
基
準
ハ
は
採
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か

一
律
に
全
部
改
正
方
式
に
統

②
 わ

れ
る
。

①
 

④

評

価 基
準
ハ

す
べ
て
全
部
改
正
方
式
に
統
一
す
る
。

•
第
0
条
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、
「
四
年j
を
「
六
年
」
に
改
め
る
。

第
0
条
中
「
第
三
十
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
改
め
る
。

（
例
）
•
第0
条
中
「
百
万
円
」
を
「
二
百
万
円
」
に
改
め
る
。

っ
て
例
外
的
に
個
別
改
正
方
式
を
採
用
す
る
。

か
つ
、
改
正
箇
所
数
が
少
な
い

(
2
S
3
カ
所
）
た
め
、
個
別
改
正
方
式
の
方
が
明
ら
か
に
わ
か
り
や
す
い
場
合
に
限

基
準
ロ

全
部
改
正
方
式
を
原
則
と
し
、
改
正
部
分
が
単
純
な
文
言
の
改
正
（
引
用
条
文
の
条
番
号
、
金
額
、
年
数
等
）

基
準
イ

(3) 一’‘ 
改
正
方
式
関
係

は
ど
こ
が
旧
法
令
と
の
違
い
で
あ
る
の
か
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
。

改
正
方
式
の
採
用
基
準

ど
ち
ら
の
方
式
の
方
が
改
め
文
が
短
く
な
る
か
に
よ
り
、
短
い
方
の
方
式
を
採
用
す
る
。

ー

一
般
的
事
項

ii 
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： 

" 

I 

で、

一
三
四



3
 

2
 

ー 3
 六

ー

改
正
方
式
関
係

一
般
的
事
項

に
限
定
さ
れ
て
い
を
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
章
全
体
の
改
正
と
す
る
）
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

法
律
の
全
部
改
正
方
式
を
と
る
と
、
改
め
文
と
し
て
は
長
も
簡
単
な
も
の
に
な
る
。

し
か
し
、
他
方
で
、
こ
の
方
式
で
は
、
改

正
不
要
の
条
文
や
、
簡
単
な
個
別
改
正
方
式
で
対
応
で
き
る
条
文
に
つ
い
て
も
、
再
度
規
定
し
直
す
こ
と
と
な
る
た
め
、
改
正
法

の
分
量
が
肥
大
化
す
る
、
従
っ
て
読
み
合
わ
せ
等
の
業
務
最
が
増
加
す
る
、
改
正
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
わ
か
り
に
く
く
な
る

ま
た
、
個
々
の
改
正
条
文
に
つ
い
て
は
、
上
記
1
の
基
準
に
よ
っ
て
過
大
な
業
務
量
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
改
正
が
行
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
り
、

か
つ
、
改
正
条
文
の
数
が
複
数
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
加
速
度
的
に
業
務
量
が
増
加
す
る
と
い
う
問
題
は

し
た
が
っ
て
、
上
記
1
の
基
準
に
よ
っ
て
対
応
し
た
と
き
に
、
全
部
改
正
を
行
う
こ
と
と
な
る
条
文
の
数
が
法
律
全
体
の
大
部

分
に
及
ぶ
よ
う
な
場
合
に
限
っ
て
法
律
全
体
の
全
部
改
正
方
式
を
採
る
こ
と
と
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い
か
。

複
数
の
条
（
項
、
号
）
中
の
文
言
の
改
正
の
場
合
（
全
体
の
条
数
に
増
減
が
あ
る
た
め
、
条
文
の
移
動
を
伴
う
場
合
）

こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
改
正
不
要
の
条
文
に
つ
い
て
も
条
の
移
動
が
必
要
と
な
る

場
合
に
は
、
追
加
さ
れ
る
条
文
の
場
所
を
空
け
る
た
め
に
ま
ず
後
続
の
条
文
を
後
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
）
。
条
文
の
移
動
を

行
う
場
合
に
は
、
元
来
改
正
が
不
要
な
条
文
に
つ
い
て
も
、
条
ズ
レ
に
伴
う
引
用
条
文
番
号
の
修
正
の
必
要
が
生
じ
た
り
、
さ
ら

に
そ
れ
ら
に
伴
っ
て
形
式
改
正
事
項
（
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
等
）
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
（
法
律
全
体
が
章
や

節
に
分
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
共
通
見
出
し
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
複
雑
さ
が
さ
ら
に
増
大
す
る
）
。
こ
の
た
め
、
場

従
っ
て
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
上
記
2
の
基
準
の
適
用
に
当
た
っ
て
、
移
動
す
べ
き
条
文
に
つ
い
て
の
改
正
規
定
を
考

慮
に
入
れ
、

そ
れ
が
複
雑
な
も
の
に
な
る
場
合
に
は
、
当
該
条
文
自
体
を
全
面
改
正
が
望
ま
し
い
条
文
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
上

で
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
面
改
正
条
文
の
数
が
法
律
全
体
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
法
律
全
体
を
全
部
改
正
と
す

な
お
、
全
体
の
条
数
に
増
減
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
分
を
「
枝
条
文
」
や
「
削
除
条
文
」
と
す
れ
ば
、
条
文
の
移
動

は
生
じ
な
い
た
め
、
単
純
な
上
記
2
の
ケ
ー
ス
に
帰
着
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
方
式
を
用
い
た
場
合
に
は
、
仕
上
が
り
と
し
て
の

法
律
中
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
多
数
の
「
枝
条
文
」
や
「
削
除
条
文
」
が
残
る
こ
と
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
の
問

議
事
要
旨

全
部
改
正
方
式
を
よ
り
弾
力
的
に
採
用
す
べ
き
で
あ
り
、
現
状
に
お
い
て
全
部
改
正
方
式
採
用
の
一
般
的
な
基
準
と
考
え
ら
れ
て

い
る
「
改
め
文
の
長
さ
」
（
諮
題
の
検
討
1
③
の
基
準
イ
）
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
な
い
と
の
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
異
論
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
部
改
正
方
式
を
原
則
と
し
、
特
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
っ
て
例
外
的
に
個
別
改
正
方
式
を
採
る
と
の

基
準
（
同
基
準
口
）
を
ル
ー
ル
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
多
く
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
次
の

3
で
整
理
す
る
よ
う
な
親
点

か
ら
個
別
改
正
方
式
の
採
用
の
方
が
望
ま
し
い
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
改
正
方
式
の
採
用
を
必
要
以
上
に
制
約
す

べ
き
で
な
く
、
実
際
の
場
面
に
応
じ
て
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

右
の

2
に
お
い
て
、
全
部
改
正
方
式
に
問
題
点
が
あ
り
、
個
別
改
正
方
式
の
方
が
勝
る
と
考
え
ら
れ
る
要
素
と
し
て
指
摘
さ
れ
た

点
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
一
）
個
別
改
正
方
式
の
方
が
改
正
点
や
そ
の
趣
旨
が
明
瞭
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
全
部
改
正
方
式
で
は
何
が
変
更
に
な
っ
た
の
か

改
正
方
式
関
係

っ
た
。 題

が
あ
る
。

一
般
的
事
項

③
 べ

き
で
は
な
い
か
。

②
 合

に
よ
っ
て
は
加
速
度
的
に
改
め
文
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

①
 

⑤
 な

い
。

④
 な

ど
の
問
題
点
が
生
じ
る
。

③
 ’‘ 

i 

ー
, l 

： ！ 

一
三
七

（
法
律
の
途
中
に
条
文
が
追
加
さ
れ
る

＇ 
|
 

一
三
六

I
 i
 



六

総
則
（
第
一
条
•
第
二
条
）

漁
船
の
建
造
調
整
（
第
三
条
ー
第
九
条
）

漁
船
の
登
録
（
第
十
条
ー
第
二
十
四
条
）

第
四
章

刻）剃
甜
釦

旦
第
六
章
指
定
認
定
機
関
E
合
迄
更
疋
検
認
機
関

痢

T
面
i

指
定
認
定
機
関
（
第
二
十
九
条
ー
第
四
十
五
条
）

第
二
節
指
定
検
認
機
関
（
第
四
十
六
条
•
第
四
十
七
条
）

剌
雑
則
（
第
四
十
八
条
ー
第
五
十
二
条
）

第
八
章
罰
則
（
第
五
十
三
条
ー
第
五
十
七
条
）

附
則

（
動
力
漁
船
の
合
計
総
ト
ン
数
の
最
高
限
度
等
）

第
三
条
農
林
水
産
大
臣
は
、
漁
業
調
整
そ
の
他
公
益
上
の
見

地
か
ら
漁
船
の
建
造
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
根
拠
地
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域
別
又
は
動
力
漁

船
の
種
類
別
に
漁
業
（
漁
場
か
ら
漁
獲
物
又
は
そ
の
製
品
を

運
搬
す
る
事
業
を
含
む
。
第
五
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
従
事
す
る
動
力
漁
船
の
隻
数
若
し
く
は
合
計
総
ト
ン
数
の

最
高
限
度
又
は
性
能
の
基
準
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
動
力
漁
船
の
隻
数
又
は

合
計
総
ト
ン
数
の
最
高
限
度
は
、
設
定
の
日
か
ら
一
年
を
経

過
し
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
泊
乱
T
U、
同
項
の
規

定
に
よ
り
更
に
最
尚
限
度
を
設
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

3
.
4

（略）

（
建
造
、
改
造
及
ぴ
転
用
の
許
可
）

改
正
方
式
関
係

目
次第

一
章

第
二
章

第
三
章

漁
に
関
ず
る
試
験
（
第
二
十
七
条
•
第
二
十
八

漁
船
に
関
す
る
検
査
（
第
二
十
五
条
•
第
二
十
六

改

ー

一
般
的
事
項

正

案

〇
漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

漁
船
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

一
層
慎
重
な
対
応
が

第
六
章

第
七
章

附
則

目
次第

一
章

第
二
章

第
三
章

現

行

資
料

点
が
よ
り
顕
著
に
現
れ
や
す
い
た
め
、

必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

条
文
の
改
正
の
場
合
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
が
、
法
令
全
体

題

4
 
な
お
、
複
数
の
条
項
が
改
正
さ
れ
る
場
合
の
当
該
法
令
全
体
の
改
正
方
式
（
議
題
の
検
討
3
)
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
個
別

る
と
両
者
の
改
正
部
分
が
重
複
し
、
相
互
調
整
の
必
要
が
増
大
し
て
複
雑
化
す
る
。

場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
改
正
部
分
が
重
複
し
て
い
な
け

（
二
）
全
部
改
正
方
式
で
は
、
本
来
改
正
す
る
必
要
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
も
新
た
に
条
文
を
書
き
下
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ

よ
う
な
部
分
を
含
め
て
責
任
を
持
っ
て
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク
が

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
双
方
が
個
別
改
正
方
式
を
採
っ
て
い

れ
ば
相
互
の
調
整
は
特
段
必
要
な
い
が
、
双
方
が
全
部
改
正
方
式
を

の
改
正
の
場
合
に
は
、
右
の

3
で
指
摘
さ
れ
た
全
部
改
正
方
式
の
問

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）
〈
抜
粋
〉

総
則
（
第
一
条
•
第
二
条
）

漁
船
の
建
造
調
整
（
第
三
条
ー
第
八
条
）

漁
船
の
登
録
（
第
九
条
ー
第
二
十
一
条
）

第
四
章
漁
船
に
閲
す
る
検
査
（
第
二
十
二
条
ー
第
二

十
四
条
）

第
五
章
漁
船
に
関
す
る
試
験
（
第
二
十
五
条
•
第
二
十
六

邑
雑
則
（
第
二
十
七
条
ー
第
二
十
九
条
）

罰
則
（
第
三
十
条
ー
第
三
十
二
条
）

（
動
力
漁
船
の
合
計
総
ト
ン
数
の
最
高
限
度
等
）

第
三
条
農
林
水
産
大
臣
は
、
漁
業
調
整
そ
の
他
公
益
上
の
見

地
か
ら
漁
船
の
建
造
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
根
拠
地
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域
別
又
は
動
力
漁

船
の
種
類
別
に
漁
業
（
漁
場
か
ら
漁
獲
物
又
は
そ
の
製
品
を

運
搬
す
る
事
業
を
含
む
。
第
四
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
従
事
す
る
動
力
漁
船
の
隻
数
若
し
く
は
合
計
総
ト
ン
数
の

最
高
限
度
又
は
性
能
の
基
準
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
動
力
漁
船
の
隻
数
又
は

合
計
総
ト
ン
数
の
最
高
限
度
は
、
設
定
の
日
か
ら
一
年
を
経

過
し
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
個
U.、
同
項
の
規
定

に
よ
り
更
に
最
高
限
度
を
設
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

3
.
4

（略）

（
建
造
、
改
造
及
び
転
用
の
許
可
）

一
三
九

採

ロ
同
じ
国
会
に
同
じ
法
律
の
改
正
法
が
複
数
提
出
さ
れ

る

む
し
ろ
法
令
改
正
に
要
す
る
時
間
を
増
加
さ
せ
か
ね
な
い
。

必
要
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
全
体
と
し
て
業
務
量
を
増
加
さ
せ

'‘ 
が
わ
か
ら
な
い
。

改
正
方
式
関
係

ー

一
般
的
事
項

一
三
八

の

I 



'‘ 
改
正
方
式
関
係

ー

一
般
的
事
項

＇
船
舶
製
造
業
者
そ
の
他
の
者
に
注
文
し
て
、
＇
動
力
漁

船
（
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
章

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
建
造
し
、
又
は
船
舶
を
動
力
漁
船
に
改

造
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
動
力
漁
船
が
第
一
号
又
は
痢

訃
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可

を
受
け
、
そ
の
動
力
漁
船
が
第
二
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
主
た
る
根
拠
地
（
改
造
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
改
造
後
の
主
た
る
根
拠
地
）
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
力

漁
船
以
外
紗
船
舶
を
改
造
し
な
い
で
動
力
漁
船
と
し
て
転
用

し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

T
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
漁
業
又
は
同
法
第
六

十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
農
林
水
産
省
令
の
規
定
に
よ
り
農
林
水
産
大
臣
の
許

可
そ
の
他
の
処
分
を
要
す
る
漁
業
に
従
事
す
る
動
力
漁
船

コ
漁
業
法
第
六
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
水
産
資
源
保
護

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
則
の
規
定
又
は
漁

業
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事

の
許
可
そ
の
他
の
処
分
を
要
す
る
漁
業
に
従
事
す
る
動
力

漁
船
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ヨ
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
動
力
漁
船
で
総
ト
ン
数

二
十
ト
ン
以
上
の
も
の

回
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
動
力
漁
船

2

前
項
の
場
合
叶
叫

g勺
動
力
漁
船
を
建
造
し
、
又
は
船
舶

を
動
力
漁
船
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
も
、
同
項

第
五
十
三
条
次
の
各
号
の
い
ず
和
州
”
に
該
当
す
る
者
は
、

年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

T
第
四
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
十

条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

コ
第
四
十
二
条
第
一
項
（
第
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
職
務
に
関
し

て
知
り
得
た
秘
密
を
淵
ら
し
た
者

第
五
十
四
条
第
四
十
四
条
第
一
項
ー
（
第
四
十
七
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
程
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
命

令
に
違
反
し
た
湯
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
認

定
機
関
又
は
指
定
検
認
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
一
年
以

下
の
徽
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

C

第
五
十
五
条
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
ヨ

｀
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

改
正
方
式
関
係

と
同
様
と
す
る
。

3
1
9

（略）
（
中
略
）

第

八

章

罰

則

'‘ 

ー

一
般
的
事
項

一
四

第
三
条
の
二
船
舶
製
造
業
者
そ
の
他
の
者
に
注
文
し
て
、

IXi

に
掲
げ
る
動
力
漁
船
を
建
造
し
、
又
は
船
舶
を
次
に
掲
げ
る

動
力
漁
船
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
動
力
漁
船
が

第
一
号
又
は
痢
コ
紺
:
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
農
林
水

産
大
臣
の
許
可
を
受
け
、
そ
の
動
力
漁
船
が
郷
ヨ
紺

5

に
該
当

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
主
た
る
根
拠
地
（
改
造
の
場
合

に
あ
っ
て
は
改
造
後
の
主
た
る
根
拠
地
）
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
力
漁
船

以
外
の
船
舶
を
改
造
し
な
い
で
次
に
掲
げ
る
動
力
漁
船
と
し

て
転
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

ニ
長
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
未
満
十
メ
ー
ト
尼
以
上
の
動
力
測

船
で
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）

第
六
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
農
林
水
産
省
令
に
よ
り
農

林
水
産
大
臣
の
許
可
を
要
す
る
漁
業
に
従
事
す
る
も
の

三
訓
扉
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
動
力
漁
船
で
長
さ
十
メ

ー
ト
ル
以
上
の
も
の

2

前
項
の
場
合
は
叫
勺
同
項
各
号
に
掲

111る
動
力
漁
船
を
建

造
し
、
又
は
船
舶
を
同
項
各
号
に
掲
げ
る
動
力
漁
船
に
改
造

し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
も
、
同
項
と
同
様
と
す
る
。

3
1
9

（略）
（
中
略
）

第

七

章

訓

訓
f

第

三

十

条

；

の

二

第

一

項

、

第

二

項

若

し

く

は

第

六

項

又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下

の
懲
役
又
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
，

第
三
十
一
条
次
の
各
号
の

ICI該
当
す
る
者
は
、
一
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
第
十
二
条
、
第
十
一
＿
一
条
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
又
は
第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

T
長
さ
十
五
メ
ー
ト
叫
以
に
一
の
動
ガ
涵
囚
E

I 
'i 

i 

一
四
〇

I
 

I
 



！ 

: : 

2
 

一/‘ 
め
る
。

改
正
方
式
関
係

ー

第
三
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
号
」
を
「
第
五
条
第
一
号
」

第
三
十
二
条
中
「
従
業
者
が
」
を
「
従
業
者
が
、
そ
の
」
に
、

第
八
章

一
般
的
事
項

第
七
章

雑
則
（
第
四
十
八
条
|
第
五
十
二
条
）

罰
則
（
第
五
十
三
条
|
第
五
十
七
条
）

第
二
節
指
定
検
認
機
関
（
第
四
十
六
条
•
第
四
十
七
条
）

「
前
二
条
」
を
「
第
五
十
三
条
第
一
号
又
は
第
五
十
五
条
」
に
改

に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
j

に

第
一
節
指
定
認
定
機
関
（
第
二
十
九
条
|
'
第
四
十
五
条
）

「
第
五
章
漁
船
に
関
す
る
試
験
（
第
二
十
七
条
条
•
第
二
十
八
条
）

に
改
め
る
。

第
六
章
指
定
認
定
機
関
及
び
指
定
検
認
機
関

第
七
章
罰
則
（
第
三
十
条
ー
第
三
十
二
条
）

四
条
」
を
「
第
二
十
五
条
•
第
二
十
六
条
」
に
、

第
六
章
雑
則
（
第
二
十
七
条
|
第
二
十
九
条
）

「
第
五
章
漁
船
に
関
す
る
試
験
（
第
二
十
五
条
•
第
二
十
六
条
）

を

め、
改

目
次
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
第
九
条
ー
＇
第
二
十
一
条
」
を
「
第
十
条
|
策
~
二
十
四
条
」
に
、
「
第
二
十
二
条
|
'
第
二
十

漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
方
式
関
係

一
般
的
事
項

二
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
立
入
り
又

は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
又
は
忌
避
し
た
者

第
五
十
六
条
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掘
げ
ス
こ
違
反
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
認
定
機
関
又
は

指
定
検
認
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

T
第
三
十
八
条
（
第
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む

C

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
違
反

し
て
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
せ
ず
、
虚
偽

の
記
載
を
し
、
又
は
摂
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
と
き
。

コ
第
四
十
条
第
二
唄
（
第
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
c
)

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

の
届
出
を
し
た
と
き
。

ヨ
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

の
報
告
を
し
た
と
き
。

圃
第
五
十
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職

員
の
立
入
り
又
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た

と
き
。

第
五
十
七
条
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理

人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
事
者
が
、
そ
の
の
法
人
又
は
人
の

業
務
に
関
し
て
第
五
十
三
条
第
一
号
又
は
第
五
十
五
条
の
違

反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法

人
又
は
人
に
対
し
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

漁
船
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
案
）
抜
粋

一
四
三

ノ‘

ー I 

二
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
立
入

り
又
は
検
査
を
拒
み
妨
げ
又
は
忌
避
し
た
者

第
三
十
二
条
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理

人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関

し
て
訓
ゴ
ぶ
砂
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
法
人
又
は

人
が
、
違
反
の
計
画
を
知
り
そ
の
防
止
に
必
要
な
措
僅
を
講

じ
な
か
っ
た
と
き
、
違
反
行
為
を
知
り
そ
の
是
正
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
、
又
は
違
反
を
教
唆
し
た
と
き

ば
ー
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し

各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

一
四

I
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六

で
あ
る
。

ー

議
題

(
―
一
）
改
め
る
方
式
の
簡
素
合
理
化
に
つ
い
て

「
第
七
章
罰
則
」
を
「
第
八
章
罰
則
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
を
削
る
。

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

秘
密
を
淵
ら
し
た
者

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

四
た
と
き
。

改
正
方
式
関
係

「
、
そ
の
法
人
又
は
人
が
、
違
反
の
計
画
を
知
り
そ
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
、
違
反
行
為
を
知
り
そ
の
是
正
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
と
き
、

条
を
加
え
る
。

又
は
違
反
を
教
唆
し
た
と
き
は
」
を
削
り
、
同
条
を
第
五
十
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検
認

第
三
十
八
条
（
第
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

八
条
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
せ
ず
、
虚
偽
の
記
載
を
し
、

第
四
十
条
第
一
項
（
第
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、

第
五
十
条
第
一
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
立
入
り
又
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、

第
三
十
一
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、
「
一
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
十
二
条
、
第
十
三

条
、
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
七
条
」
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
―

号
中
「
第

1

一
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
一
条
を
加
え
る
。

第
五
士
二
条

第
四
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
四
十
二
条
第
一
項
（
第
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
職
務
に
関
し
て
知
り
得
だ

第
五
十
四
条
第
四
十
四
条
第
一
項
（
第
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検
認
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、

第
二
十
九
条
を
第
五
十
一
条
と
し
、
第
六
章
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る

第
五
十
二
条

ヽ

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「

．．．． 
」
を
「

．．．． 
」
に

．．．．．． 

改
め
る
方
式
に
よ
る
法
令
改
正
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
法
制
執
務
の
歴
史
の
中
で
相
当
に
ル
ー
ル
が
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ

し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
ル
ー
ル
の
中
に
は
、
必
要
以
上
に
厳
密
で
テ
ク
ニ
カ
ル
で
あ
り
、
法
制
執
務
に
携
わ
る
各
省
庁
の
担
当

者
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。
最
近
、
公
務
員
制
度
等
改
革
の
一
環
と
し
て
、
新
旧
対
照
表
方
式
に
よ
る
改
正

方
法
が
提
案
さ
れ
た
の
も
、
現
在
の
必
要
以
上
に
厳
密
で
テ
ク
ニ
カ
ル
な
改
め
る
方
式
の
あ
り
方
が
そ
の
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
別
に
議
題
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
全
文
改
め
方
式
の
採
用
の
拡
大
と
併
せ
て
、
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
、
改
め

改
正
方
式
閑
係

一
般
的
事
項

又
は
帳
節
を
保
存
し
な
か
っ
た
と
き
。

又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
命
令
に
達
反

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万

（
平
一
三
・
九

・
1
0
)

機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
十
六
条

’‘ 

ー

一
般
的
事
項

|
 

|
 

' 

一
四
五

の
規
定
に
違
反
し
て
第
三
十

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、

又
は
虚
偽
の
届
出
を
し

又
は
忌
避
し
た
と
き
。

四
四


